
月刊 ウィーン
GEKKAN-WIEN 

GEKKAN-WIEN  Feber 2023  令和５年２月号  Nr. 397　平成元年創刊　gegründet 1989

 2023 年２月号

Monatsmagazin Japanisch
現地オリジナル取材と編集で
ウィーンを伝える月刊情報紙

     創刊平成元年　創刊 34 年目   Nr. 397

Ruth Baumgarte　Frühes Selbstbildnis, 1947　Öl auf Hartfaser　© Kunststiftung Ruth Baumgarte



Jun Sugimoto 原子力の話Ⅱ「ウィーンと京都」 3
　

政
府
の
「
Ｇ
Ｘ
（
グ
リ
ー
ン
・
ト
ラ
ン
ス
フ
ォ
ー
メ
ー
シ
ョ
ン
）

実
行
会
議
」（
議
長
＝
岸
田
文
雄
首
相
）
が
一
二
月
二
二
日
に
開
か

れ
、「
Ｇ
Ｘ
実
現
に
向
け
た
基
本
方
針 

～
今
後
一
○
年
を
見
据
え

た
ロ
ー
ド
マ
ッ
プ
～
」
を
取
り
ま
と
め
た
。「
二
○
五
○
年
カ
ー
ボ

ン
ニ
ュ
ー
ト
ラ
ル
」
の
目
標
達
成
に
向
け
、
エ
ネ
ル
ギ
ー
、
全
産

業
、
経
済
社
会
の
大
変
革
を
実
行
す
べ
く
、7

月
よ
り
検
討
を
行
っ

て
き
た
も
の
。

　

岸
田
首
相
は
、
八
月
に
行
わ
れ
た
同
会
議
で
、「
再
生
可
能
エ
ネ

ル
ギ
ー
や
原
子
力
は
Ｇ
Ｘ
を
進
め
る
上
で
不
可
欠
な
脱
炭
素
エ
ネ
ル

ギ
ー
」
と
の
考
え
の
も
と
、
あ
ら
ゆ
る
方
策
に
つ
い
て
年
末
ま
で
に

具
体
的
結
論
を
出
せ
る
よ
う
検
討
の
加
速
化
を
指
示
し
て
い
た
。

　

今
回
決
定
さ
れ
た
基
本
方
針
の
中
で
、
原
子
力
に
つ
い
て
は
、「
エ

ネ
ル
ギ
ー
安
全
保
障
に
寄
与
し
脱
炭
素
効
果
の
高
い
電
源
」
と
さ

れ
、
最
大
限
活
用
す
る
こ
と
を
明
記
。「
二
○
三
○
年
度
電
源
構
成

に
占
め
る
原
子
力
比
率
二
○
～
二
二
％
の
確
実
な
達
成
」
に
向
け
、

安
全
最
優
先
で
再
稼
働

を
進
め
る
。
次
世
代
革

新
炉
の
開
発
・
建
設
に

つ
い
て
は
、
廃
止
を
決

定
し
た
炉
の
建
て
替
え

を
対
象
に
具
体
化
を
進

め
て
い
き
、
そ
の
他
に

つ
い
て
は
、
今
後
の
状

況
を
踏
ま
え
て
検
討
し

て
い
く
と
し
て
い
る
。

運
転
期
間
の
延
長
に
つ

い
て
は
、
従
来
の
「
四

○
年
＋
二
○
年
」
の
原

則
を
維
持
し
た
上
で
、「
一
定
の
停
止
期
間
（
新
規
制
基
準
へ
の
対

応
な
ど
）
に
限
り
追
加
的
な
延
長
を
認
め
る
」
と
さ
れ
た
。

　

原
子
力
政
策
の
関
連
で
、
岸
田
首
相
は
、
高
レ
ベ
ル
放
射
性
廃
棄

物
の
処
分
地
選
定
に
関
し
て
、「
文
献
調
査
の
実
施
地
域
の
拡
大
を

目
指
す
」
と
発
言
。
翌
二
三
日
に
は
最
終
処
分
関
係
閣
僚
会
議
が
開

催
さ
れ
、
同
会
議
議
長
の
松
野
博
一
官
房
長
官
は
、
関
係
閣
僚
が
連

携
し
具
体
的
な
対
応
方
針
を
取
り
ま
と
め
る
よ
う
指
示
し
た
。

　

西
村
康
稔
経
済
産
業
相
は
、二
二
日
の
「
Ｇ
Ｘ
実
行
会
議
」
終
了
後
、

臨
時
記
者
会
見
を
行
い
、「
国
民
か
ら
幅
広
く
意
見
を
求
め
、
丁
寧

な
説
明
に
継
続
し
て
取
り
組
ん
で
い
く
」
と
述
べ
、
パ
ブ
リ
ッ
ク
コ

メ
ン
ト
を
早
急
に
実
施
し
、
Ｇ
Ｘ
実
現
に
向
け
た
関
連
法
案
を
年
明

け
の
通
常
国
会
に
提
出
す
る
こ
と
を
明
言
し
た
。

　

今
回
の
基
本
方
針
決
定
を
受
け
、
電
気
事
業
連
合
会
の
池
辺
和
弘

会
長
は
コ
メ
ン
ト
を
発
表
。「
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
や
安
全
を
大

前
提
と
し
た
原
子
力
発
電
の
最
大
限
活
用
、
火
力
発
電
の
脱
炭
素
化
、

電
化
の
推
進
な
ど
、
安
定
供
給
確
保
と
カ
ー
ボ
ン
ニ
ュ
ー
ト
ラ
ル
の

実
現
に
向
け
、
あ
ら
ゆ
る
対
策
を
講
じ
て
い
く
」
と
し
て
い
る
。

　

さ
て
、
今
月
の
ウ
ィ
ー
ン
と
京
都
の
対
比
で
は
、
両
市
に
関
係

す
る
偉
大
な
遺
伝
学
者
（
そ
の
二
）
を
紹
介
し
た
い
。
エ
ー
リ
ヒ
・

フ
ォ
ン
・
チ
ェ
ル
マ
ク
は
、
一
八
七
一
年
に
ウ
ィ
ー
ン
に
生
ま
れ

た
。
父
親
は
チ
ェ
ル
マ
ク
閃
石
の
由
来
と
な
っ
た
鉱
物
学
者
の
グ

ス
タ
フ
・
チ
ェ
ル
マ
ク
で
あ
り
、
母
方
の
祖
父
は
、
ウ
ィ
ー
ン
大

学
に
留
学
し
て
い
た
学
生
時
代
の
グ
レ
ゴ
ー
ル
・
ヨ
ハ
ン
・
メ
ン

デ
ル
に
植
物
学
を
教
え
た
ウ
ィ
ー
ン
大
学
教
授
の
植
物
学
者
の
エ

ド
ゥ
ア
ル
ト
・
フ
ェ
ン
ツ
ル
で
あ
る
。
チ
ェ
ル
マ
ク
は
ウ
ィ
ー
ン

大
学
で
農
学
を
学
び
、
実
用
的
な
農
業
経
験
を
積
む
た
め
に
農
園

で
働
き
、
初
期
は
園
芸
品
種
の
改
良
に
関
心
を
示
し
た
。
九
六
年

に
は
、
ド
イ
ツ
の
ハ
レ
・
ビ
ッ
テ
ン
ベ
ル
ク
大
学
か
ら
博
士
号
を

取
得
し
た
。
九
八
年
、
オ
ー
ス
ト
リ
ア
の
国
営
農
場
で
エ
ン
ド
ウ

を
使
っ
て
植
物
の
栽
培
実
験
を
始
め
、
一
九
○
○
年
ま
で
に
自
身

の
植
物
の
実
験
か
ら
遺
伝
の
メ
ン
デ
ル
の
法
則
を
独
立
に
導
き
出

し
た
。
チ
ェ
ル
マ
ク
は
、
ま
だ
若
か
っ
た
の
で
、
自
分
の
書
き
上

げ
た
論
文
が
受
理
さ
れ
る
か
心
配
だ
っ
た
が
、
彼
は
論
文
の
公
開

を
何
と
か
急
が
せ
る
こ
と
が
で
き
た
。
こ
う
し
て
、
チ
ェ
ル
マ
ク

は
、
オ
ラ
ン
ダ
の
ユ
ー
ゴ
ー
・
ド
・
フ
リ
ー
ス
、
ド
イ
ツ
の
カ
ー
ル
・

エ
ー
リ
ヒ
・
コ
レ
ン
ス
と
並
び
、
メ
ン
デ
ル
の
法
則
を
独
立
に
再

発
見
し
た
三
人
の
う
ち
の
一
人
と
し
て
学
会
で
認
め
ら
れ
た
。
元
々

チ
ェ
ル
マ
ク
は
植
物
の
育
種
家
で
、
彼
の
雑
種
の
実
験
は
遺
伝
の

法
則
を
利
用
し
て
作
物
を
改
良
す
る
ア
イ
デ
ア
の
も
と
に
行
わ
れ

た
。
チ
ェ
ル
マ
ク
は
研
究
の
ほ
と
ん
ど
を
自
分
自
身
で
行
い
、小
麦
、

大
麦
、
カ
ラ
ス
麦
の
よ
う
な
食
用
作
物
の
収
穫
量
が
上
が
る
よ
う

に
改
良
し
た
。
○
三
年
に
、
チ
ェ
ル
マ
ク
は
ウ
ィ
ー
ン
農
業
科
学

大
学
の
准
教
授
に
任
命
さ
れ
、
○
六
年
に
正
教
授
と
な
っ
た
。
チ
ェ

ル
マ
ク
は
オ
ー
ス
ト
リ
ア
の
農
業
と
植
物
の
育
種
に
大
き
な
影
響

を
与
え
た
。

　

一
方
、
一
八
九
三
年
に
東
京
市
に
生
ま
れ
た
木
原
均
（
ひ
と
し
）

教
授
は
、麻
布
中
学
校
を
卒
業
後
、東
北
帝
国
大
学
農
科
大
学
（
現
：

北
海
道
大
学
）
予
科
に
入
学
。
農
学
科
第
三
部
に
進
学
し
植
物
生

理
学
を
専
攻
。
北
海
道
帝
国
大
学
農
学
部
を
卒
業
後
大
学
院
へ
進

学
。
二
○
年
、
京
都
帝
国
大
学
理
学
部
植
物
学
教
室
助
手
、
二
四

年
に
は
助
教
授
と
な
る
。
二
五
年
に
は
メ
ン
デ
ル
の
法
則
の
再
発

見
で
有
名
な
コ
レ
ン
ス
（
カ
イ
ザ
ー
・
ウ
ィ
ル
ヘ
ル
ム
生
物
学
研

究
所
）
の
も
と
に
二
年
間
留
学
。
二
七
年
に
は
農
学
部
農
林
生
物

学
科
に
新
設
さ
れ
た
実
験
遺
伝
学
講
座
の
教
授
と
し
て
、
約
三
○

年
間
牽
引
し
た
。
中
立
進
化
説
で
有
名
な
木
村
資
生
教
授
は
木
原

研
の
出
身
。
そ
の
後
、国
立
遺
伝
研
究
所
所
長
を
一
四
年
間
務
め
た
。

ゲ
ノ
ム
分
析
と
い
う
染
色
体
分
析
法
を
三
○
年
に
確
立
し
、
こ
の

方
法
を
用
い
て
、
パ
ン
コ
ム
ギ
の
祖
先
種
を
発
見
。
木
原
教
授
は
、

日
本
の
遺
伝
学
分
野
の
発
展
に
大
き
く
貢
献
し
、
三
○
～
五
○
年

代
頃
、
海
外
で
最
も
よ
く
知
ら
れ
て
い
た
日
本
の
遺
伝
学
者
だ
っ

た
。
木
原
教
授
の
活
動
範
囲
は
広
く
、
そ
の
研
究
も
研
究
室
に
と

ど
ま
ら
な
い
。
こ
の
時
代
は
海
外
渡
航
が
容
易
で
は
な
い
時
期
だ
っ

た
が
、
植
物
調
査
の
た
め
の
海
外
探
検
に
五
回
（
内
蒙
古
、
カ
ラ

コ
ル
ム
・
ヒ
ン
ズ
ー
ク
シ
、
シ
ッ
キ
ム
・
ア
ッ
サ
ム
、
コ
ー
カ
サ
ス
、

南
米
ス
リ
ナ
ム
）
出
か
け
て
い
る
。
六
○
～
六
三
年
に
は
原
子
力

委
員
を
務
め
た
。
学
術
界
以
外
で
も
さ
ま
ざ
ま
な
顔
を
持
ち
、
例

え
ば
、
冬
期
五
輪
の
日
本
選
手
団
団
長
を
二
回
務
め
て
い
る
。
日

本
ス
キ
ー
界
草
創
期
の
発
展
に
尽
く
し
、
科
学
的
ト
レ
ー
ニ
ン
グ

を
提
唱
し
、
ス
キ
ー
、
テ
ニ
ス
、
野
球
な
ど
を
た
し
な
ん
だ
。
最

初
の
著
作
の
タ
イ
ト
ル
は
「
最
新
ス
キ
ー
術
」（
共
著
）。
四
八
年

に
文
化
勲
章
を
受
章
し
た
。
木
原
教
授
が
遺
し
た
言
葉
と
し
て
「
地

球
の
歴
史
は
地
層
に
、
生
物
の
歴
史
は
染
色
体
に
記
さ
れ
て
あ
る
」

が
知
ら
れ
て
い
る
。

　

余
談
で
あ
る
が
、
チ
ェ
ル
マ

ク
は
メ
ン
デ
ル
の
法
則
に
関

連
し
て
最
近
初
め
て
知
っ
た
。

木
原
教
授
の
著
作
は
読
ん
で

い
な
い
が
、
ス
キ
ー
、
テ
ニ
ス
、
野
球
は
筆
者
も
少
々
た
し
な
ん
だ
。

今
月
も
両
市
に
関
連
す
る
偉
大
な
遺
伝
学
者
を
紹
介
す
る
こ
と
が

で
き
た
幸
運
に
感
謝
し
つ
つ
、
チ
ェ
ル
マ
ク
の
写
真
を
掲
載
さ
せ

て
い
た
だ
く
。

参
考
：
「
ゲ
ノ
ム
」
研
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始
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木
原
均
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パ
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コ
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祖

先
探
し
、
飯
田
香
穂
里
、
生
物
の
科
学　

遺
伝
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